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【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年4月6日(2015.4.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テレコミュニケーション能力リソース機能エンティティであって、
　インターフェースにより能力オープンゲートウェイにおけるテレコミュニケーション能
力を呼び出すことで、前記テレコミュニケーション能力を備えるサービスを実行するよう
に設定されるサービス実行モジュールを含み、
　前記サービスがアプリケーションに埋め込むことに用いられ、
　前記テレコミュニケーション能力リソース機能エンティティは、
　前記サービスに当該サービスの呼び出すテレコミュニケーション能力を利用する権限を
与えるように設定される授権モジュールと、前記授権モジュールにより権限が与えられた
場合、前記サービスと当該サービスが呼び出すテレコミュニケーション能力とをバインド
する操作を引き受けるように設定される第１バインドモジュールと、をさらに含み、
　前記サービス実行モジュールは、さらに、現在実行している前記サービスとそれが用い
るテレコミュニケーション能力との間にバインド関係があるか否かを判定し、そうである
場合、前記サービスの実行を続け、そうでない場合、処理を終了するように設定される
　ことを特徴とするテレコミュニケーション能力リソース機能エンティティ。
【請求項２】
　前記テレコミュニケーション能力を備えるサービスの開発環境を提供するように設定さ
れるサービス開発モジュールをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のテレコミュ
ニケーション能力リソース機能エンティティ。
【請求項３】
　前記サービスをテストするためのテレコミュニケーション能力模擬動作環境を提供して
前記環境にて前記サービスを実行する時の模擬実行結果を戻すように設定されるサービス
テストモジュールをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のテレコミュニケーショ
ン能力リソース機能エンティティ。
【請求項４】
　アプリケーションストアシステムであって、
　アプリケーションのアップロードを引き受け、前記アップロードされたアプリケーショ
ンを審査するように設定される開発者コミュニティ機能エンティティと、
　前記開発者コミュニティ機能エンティティにより審査されたアプリケーションを端末ユ
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ーザによりダウンロードされるように設定されるアプリケーションストアネット店舗機能
エンティティと、
　インターフェースにより能力オープンゲートウェイにおけるテレコミニケーション能力
を呼び出すことで、テレコミュニケーション能力を備えるサービスを実行するように設定
される実行モジュールを含むテレコミュニケーション能力リソース機能エンティティと、
を含み、
　前記サービスがアプリケーションに埋め込むことに用いられ、
　前記開発者コミュニティ機能エンティティにてアップロードされたアプリケーションに
は、テレコミュニケーション能力リソース機能エンティティの前記サービス実行モジュー
ルにより実行されるテレコミュニケーション能力を備える前記サービスが埋め込まれ、
　前記テレコミュニケーション能力リソース機能エンティティは、
　前記サービスに当該サービスの呼び出すテレコミュニケーション能力を利用する権限を
与えるように設定される授権モジュールと、前記授権モジュールにより権限が与えられた
場合、前記サービスと当該サービスが呼び出すテレコミュニケーション能力とをバインド
する操作を引き受けるように設定される第１バインドモジュールと、をさらに含み、
　前記サービス実行モジュールは、さらに、現在実行している前記サービスとそれが用い
るテレコミュニケーション能力との間にバインド関係があるか否かを判定し、そうである
場合、前記サービスの実行を続け、そうでない場合、処理を終了するように設定される
　ことを特徴とするアプリケーションストアシステム。
【請求項５】
　前記テレコミュニケーション能力リソース機能エンティティは、さらに、
　前記テレコミュニケーション能力を備えサービスの開発環境を提供するように設定され
るサービス開発モジュールを含むことを特徴とする請求項４に記載のアプリケーションス
トアシステム。
【請求項６】
　前記テレコミュニケーション能力リソース機能エンティティは、さらに、
　前記サービスをテストするためのテレコミュニケーション能力模擬動作環境を提供し、
前記環境にてサービスを実行する時の模擬実行結果を戻すように設定されるサービステス
トモジュールを含むことを特徴とする請求項４に記載のアプリケーションストアシステム
。
【請求項７】
　前記開発者コミュニティ機能エンティティは、前記アプリケーションと当該アプリケー
ションに埋め込まれたサービスとをバインドする操作を引き受ける第２バインドモジュー
ルと、バインドされた情報を前記サービス実行モジュールに通知するバインド有効化モジ
ュールと、を含み、
　前記サービス実行モジュールは、さらに、現在呼び出しサービスのアプリケーションと
それが呼び出しているサービスとの間にバインド関係があるかを判定し、そうである場合
、前記サービスを実行し、そうでない場合、処理を終了するように設定されていることを
特徴とする請求項４に記載のアプリケーションストアシステム。
【請求項８】
　前記サービス実行モジュールは、さらに、バインド情報を受信してから、バインドされ
た前記アプリケーションに、バインドされた前記サービスを利用する権限が与えられたか
否かを判定し、そうである場合、前記バインド有効化モジュールにバインドが有効になっ
た情報を戻すように設定されることを特徴とする請求項７に記載のアプリケーションスト
アシステム。
【請求項９】
　前記開発者コミュニティ機能エンティティにおいてアップロードされたアプリケーショ
ンは、アプリケーションに埋め込まれたサービスに対応する呼び出しインターフェースに
より前記サービスを呼び出すことを特徴とする請求項４に記載のアプリケーションストア
システム。
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【請求項１０】
　請求項４～９のいずれかに記載のアプリケーションストアシステムによる開発方法であ
って、
　前記サービス実行モジュールにおいて実行されるテレコミュニケーション能力を備える
サービスをアプリケーションに埋込むことを含み、アプリケーションに埋め込まれるサー
ビスが、インターフェースを介して前記能力オープンゲートウェイにおけるテレコミュニ
ケーション能力を呼び出し、
　前記サービスをアプリケーションに埋め込む前に、さらに
　授権モジュールにより、前記サービスが当該サービスの呼び出すテレコミュニケーショ
ン能力を利用する権限を取得し、
前記サービス実行モジュールにより前記サービスを実行する前に、テレコミュニケーショ
ン能力の利用正当性に対する認証ができるように、第１バインドモジュールにより、前記
サービスと当該サービスの呼び出すテレコミュニケーション能力とをバインドすることを
含む
　ことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記サービスをアプリケーションに埋め込む前に、さらに
　サービス開発モジュールにより提供されたテレコミュニケーション能力を備えるサービ
スの開発環境にて前記テレコミュニケーション能力を備えるサービスを開発することを含
むことを特徴とする請求項１０に記載のアプリケーションストアシステムによる開発方法
。
【請求項１２】
　前記サービスをアプリケーションに埋め込む前に、さらに
　サービステストモジュールにより提供された前記サービスをテストするためのテレコミ
ュニケーション能力模擬動作環境において、サービスを実行し、サービスを実行する時の
模擬実行結果を取得しサービスに対するテストを完成することを含むことを特徴とする請
求項１０に記載のアプリケーションストアシステムによる開発方法。
【請求項１３】
　前記サービスをアプリケーションに埋め込んだ後、さらに
　前記開発者コミュニティ機能エンティティにおいて、第２バインドモジュールにより、
前記サービスと当該サービスが埋め込んだアプリケーションとをバインドし、前記サービ
ス実行モジュールによりサービスを実行する前にアプリケーションとサービスとの間の呼
び出し関係の正当性に対する認証ができるように、前記開発者コミュニティ機能エンティ
ティがバインド関係をサービス実行モジュールに通知することをさらに含むことを特徴と
する請求項１０に記載のアプリケーションストアシステムによる開発方法。
【請求項１４】
　サービステストモジュールを呼び出すことで、アプリケーションに埋め込まれた前記サ
ービスを実行し、模擬実行結果を取得してアプリケーションに対するテストを実現する、
または、
　サービス実行モジュールを呼び出すことで前記アプリケーションに埋め込まれたサービ
スを実行し、実行結果を取得してアプリケーションに対するテストを実現することをさら
に含むことを特徴とする請求項１０に記載のアプリケーションストアシステムによる開発
方法。
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